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　平成30年第１回定例会が３月８日から12日まで行わ

れ、平成30年度各会計予算、各種条例改正、補正予算

など、提案された案件を審議し、全て原案通り可決しま

した。また、７人の議員が一般質問を行い、さまざまな

観点から町政に問いかけました。

一般会計予算５４億円
慎重に審議し、全会一致で可決！

入園おめでとう !!

　町立あすなろ幼稚園では、今年、２名の新

入生と昨年度途中入園の５名の子どもたちが

入園式に出席しました。子どもたちは、緊張

したようすでしたが、しっかり山田清美園長

のお話を聞いていました。

　入園する子どもたちを合わせ、１１人での

園生活が始まります。今いる子どもたちが小

学生になるのを見届けて、平成３２年３月

３１日にあすなろ幼稚園は閉園になります。
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第
１
回
定
例
会

取り組みを！

　平成 30 年第１回定例会を、３月８日開会し、平成 30 年度予算を中心に、条例改正や補正

予算など、提出された議案を慎重に審議しました。全て原案通り可決し、予定通り 12 日に閉

会しました。

　予算の大半を占める平成 30 年度一般会計予算は、骨格予算（町長の改選時期を控えている

場合に、政策的予算を計上しないこと）54億 527 万円で編成され、昨年度に比べ 1.9％の減と

なりました。

　歳入は、町税総額で 2,293 万円、2.8％の減、地方交付税は 729 万円、0.3％の減と厳しい財

政運営となり、財政調整基金（積立金）を１億７千万円取り崩して不足分が賄われます。

　一方、歳出は、町道や公営住宅などの生活基盤整備事業、観光関連事業、地域づくり事業が

予算化され、議員から進め方や今後の見通しなどについて質疑が行われました。（30 年度主要

事業は４ページ、予算質疑は６・７ページをご覧ください）

（写真）（仮称）新陣屋団地。１号棟は昨年度完成し、陣屋町と南が丘を結ぶ道路も４月５日に開通した。

平成 30年度一般会計は　対前年比で 1.9％減

町政執行方針

執行方針を表明する照井町長

　平成30年度は、これ

までの取り組みをしっか

りと継続し、引き続き町

民、各種団体、企業、大

学、議員の皆様と協力し

ながら、役場職員の志を

一つにし、困難な「地域

活性化の成功」に向けて

全力で取り組んでいく。

主要施策

・活力あるまちづくりの推進

・経済基盤を持続させる地場産業の振興

・交流人口の拡大による地域の活性化

・住民が元気に安心して暮らせるまちづくり

・地域を支える社会基盤の整備

・住民のための行政運営
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平成 30 年度予算成立 骨格予算
第
１
回
定
例
会
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その他
509万円

歳入合計
54億527万円
歳入合計

54億527万円

町税

7億8,731万円

町税

7億8,731万円 使用料及び手数等
4億1,152万円

繰入金
4億469万円

地方交付税

24億9,646万円

地方交付税

24億9,646万円

道支出金
2億8,897万円

道支出金
2億8,897万円

国庫支出金
5億5,692万円
国庫支出金

5億5,692万円

町債
4億5,940万円

自主財源
16億352万円

依存財源
38億175万円

依存財源
38億175万円

議会費
6,582万円

公債費

6億8,404万円 総務費

9億3,263万円

民生費

13億9,819万円

衛生費

4億4,589万円

農林水産業費

1億9,913万円

商工費

2億5,566万円

土木費

7億2,004万円

消防費

2億2,717万円

教育費

4億7,161万円

歳出合計
54億527万円
歳出合計

54億527万円

義務的経費※
22億4,463万円

投資的経費※
4億8,213万円

その他経費
26億7,851万円 
その他経費

26億7,851万円 

地域活性化に向けて

全力で
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クローズアップ
平成 30 年度事業

（仮称）新陣屋団地建設事業

（仮称）新陣屋団地２号棟の建設、団地内

公園整備工事、３号棟の実施設計等が行わ

れます。

砂川と椴川町を結ぶ古櫃橋
１億３，７６２万円

橋梁長寿命化補修対策事業

橋梁修繕計画策定及び豊
とよべない

部内橋、古
ふるひつ

櫃橋等

の橋梁長寿命化補修対策が行われます。

8，３８０万円

◆多面的機能支払交付金事業　３，２２８万円

　　農道、かんがい施設の保全管理や農用地の保全に関する取り組みへの支援。

　　　　　　◆ぷらっと江差運営支援　１，２３０万円

　　　　　　　　　江差町観光まちづくり協議会の「ぷらっと江差」経営継承に伴う物産販売、

　　　　　　　　　飲食販売等の促進に向けた支援。

◆第２期子ども・子育て支援事業計画策定に
　関するニーズ調査及び子どもの貧困実態調査　３４２万円
　　子ども・子育て支援事業の必要量のニーズ等の調査及び子どもの貧困対策に係る

　　実態調査を実施。

　　　　　　◆全国瞬時警報システム新型受信機整備　３３５万円

　　　　　　　　　　　全国瞬時警報システム（Jアラート）新型受信機を導入。

南ヶ丘団地 22 号通り予定地

南浜地区と南が丘地区を結ぶ道路の新設及

び海沿いを走る国道 228 号線と並行する

町道陣屋椴川線を結ぶ道路の新設。

9，４６７万円

町道南ヶ丘団地２２号通り及び
町道砂川４号通り道路改良工事

老朽化した浮桟橋

江差港マリーナ浮桟橋整備

江差港マリーナ浮桟橋３基の老朽化に伴う整

備を行います。

９２9 万円
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他にもこのようなことが決まりました！
補 正 予 算

＜専決補正＞

◇町道除雪対策　  1,646 万 1 千円（全額一般財源）

　今冬の大雪に伴い経費を追加。

＜一般会計補正予算（抜粋）＞

◇各種事業減額補正

　　　　　　　 ▲1億477万1千円（国庫支出金他）

　旧 JR江差線資料

展示室準備他 17 事

業に係る減額補正。

◇社会福祉法人が行う利用者負担軽減事業補助

643 万 7 千円（道支出金他）

　訪問介護等サービスの提供を行う社会福祉法人が低

所得者や生活保護者の利用者負担の軽減を行う場合

に、当該法人に補助をするもの。

◇ぷらっと江差運営支援   120 万円（全額一般財源）

　平成 30 年４月から江差町観光まちづくり協議会が

運営をすることとなり、準備や運営に係る経費につい

て支援をする。

＜国民健康保険費特別会計補正予算＞

◇各種事業減額補正

 ▲ 7,019 万 3 千円（国庫支出金他）

　国民健康保険制度改正関連事業他 11 項目に係る減

額補正。

◇平成 28 年度療養給付等負担金等返還

311 万 9 千円（全額一般財源）

　実績精算による国庫負担金及び道費負担金に返還額

が生じた。

＜後期高齢者医療特別会計補正予算＞

◇後期高齢者医療広域連合給付金精算

227 万 2 千円（その他特定財源）

　後期高齢者医療広域連合への精算納付等。

＜介護保険特別会計補正予算＞

◇債務負担行為補正

　・地域包括支援センターシステム更新に係るシステ

　　ム使用料

＜公共下水道事業特別会計補正予算＞

◇各種事業減額補正　　 ▲ 994 万円（国庫支出金他）

　下水道管理センター電気・機械設備整備他２事業に

係る減額補正。

◇債務負担行為補正

　・五勝手中継ポンプ場電気設備保守委託他

＜水道事業会計補正予算＞

◇債務負担行為補正

　・水道メーター検針及び開閉栓業務委託他

（写真）展示室には

貴重な江差線の備品

等が飾られている。

条 例 制 定 ・ 改 正

　次のとおり、条例の制定、一部改正、全部改正が

定例会で提案され、可決されました。

・老人ホーム設置条例を廃止する条例の制定

・農業委員会の委員等の定数に関する条例の制定

・指定居宅介護支援事業者の指定に関し必要な事項

　並びに指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営

　に関する基準を定める条例の制定

・職員の給与に関する条例の一部改正

・都市公園条例の一部改正

・国民健康保険条例の一部改正

・国民健康保険税条例の一部改正

・国民健康保険事業会計財政調整基金の設置、管理

　及び処分に関する条例の一部改正

・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

　営に関する基準を定める条例の一部改正

・江差港マリーナ施設条例の一部改正

・道路占用料徴収条例の一部改正

・介護保険条例の一部改正

・包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例

　の一部改正

・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、　

　設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー

　ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

　に関する基準を定める条例の一部改正

・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

　運営に関する基準を定める条例の全部改正

そ の 他

・財産の無償譲渡について

　現在のひのき荘本体及び附帯施設等について、無

償で譲渡。

・財産の無償貸与について

　現在のひのき荘敷地を無償で貸与。

人 事

・固定資産評価審査委員
　 会委員の任命（再任）

阿部　世津子氏
（姥神町・67 歳）

・人権擁護委員会委員の
　　　　　 推薦（再任）

中野　孝弘氏
（田沢町・45 歳）

平成 29年度
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空き家対策
Q：空き家対策について、特定空き家なども含め、

　現在どのようにすすんでいるのか。補助制度は考

　えているのか。

A：庁舎内の検討委員会の作業部会で特定空き家の

　選定作業を行っている。この間、空き家総数 429

　軒の所有者を確定し、特定空き家候補を 49軒に

　絞り込み、このうち特に危険と思われる家屋 21

　軒をピックアップし、調査を終えている。残りの

　28 軒についても、３月中に調査を終える予定。

　最終的な特定空き家の件数は３月中に判断した

　い。

　　空き家の助成は、老朽危険空き家を解消し、町

　民の安全・安心を確保するという公益性重視の観

　点と、周辺の環境整備にも繋げていくということ

　を目的としている。制度設計を構築し予算化に努

　めていきたい。

意見！慎重に審議しました！
本会議場での予算案への質疑等について、その一部を要約しご紹介します。

まちづくり推進交付金

Q：まちづくり推進交付金について、現在進

　行形で特にハード面で動きはあるのか。

A：ハード事業については、平成 28年度に

　空き店舗を改修し、茂尻町で起業された方

　がいる。平成 29年度もいにしえ街道沿い

　で今起業の準備をしている方がいる。ハー

　ド事業に関しては、空き店舗の活用促進事

　業の２件しか残念ながら活用がない。

地域包括支援
Q：新年度、どのように包括支援のコーディネーター

　を動かしていくのか。

A：生活コーディネーターの役割は、地域のニーズ

　の把握、地域にある資源の発掘や担い手を探すこ

　と、また困っている方と担い手をマッチングさせ

　ていくことが機能の一つにある。町では現在、自

　助・互助の仕組み作りを進めており、そこに係わ

　りをもって仕事をしている。個別訪問を各地域で

　行っており、２か年で 778 件訪問している。地

　域の方と一緒

　に考え進めて

　いくことから、

　非常に重要な

　ポストだと認

　識している。

地域福祉計画
Q：平成29年度に第４期地域福祉計画を作っ

　たが、これの具体化について、また社会福

　祉協議会との関係など、どのように実践し

　ていくのか。

A：平成 29年度から社会福祉協議会に福祉

　活動専門員の配置がされ、町として助成を

　行っている。この専門員が配置されたこと

　で、これまで介護保険に重点を置いていた

　社会福祉協議会の活動が少しずつ変わって

　きている。新たな体制強化を図っている社

　会福祉協議会が、今後、介護保険に頼らな

　い形、経営方針、経営方法を変えていくの

　か、それらの状況を踏まえ、委託事業も検

　討しながら、地域福祉活動を共に活動して

　いく姿勢で考えている。
日明地区で行われたタウンミーティング
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平成３０年度事業について
予算質疑

限られた財源の中で、どのように財政運営が行われているか。

公営住宅長寿命化

Q：そこに住んでいる人がそこから離れたくな

　いと思える改修をしていかなければならない

　のでは。サッシは長寿命化対象なのか。

A：窓枠は長寿命化に資するものとされている。

　現在は、計画に登載されていない。

　　窓は数が多く、経費がかかる。屋根・外壁

　で申請しているため、南が丘第４団地が終

　わった後に、検討していきたい。

町有林・民有林
Q：林業のエゾシカ被害、町有林や民有林の経営状況、

　不法伐採など、どう押さえているか。

A：林業でのエゾシカ被害は押さえていない。ただ、

　エゾシカは増えている話は聞いている。

　　町有林は伐期期間がかかり、その年数に達して

　いないため、しばらく育てていきたい。民有林は

　定例期がある程度来ているところがあり、順次伐

　採をして、新たに植える指導をしていきたい。

　　不法伐採があるという話は聞いていない。その

　ような情報があればパトロールし警戒しなければ

　ならない。

南が丘第４団地

イベント民泊
Q：イベント民泊を行った昨年の実績、評価、

　教訓、新年度での改善点は。

A：海外の方を迎え入れた家庭があったが、文

　化の違いがあり、事前の情報提供や約束事が

　必要と感じた。人数や男女の組み合わせ等、

　事前整理に難儀した。募集家庭等、早めに進

　めていきたい。

昨年の江差追分全国大会でイベント民泊が実施された。

下水道
Q：公共下水道の今後の整備計画は。

A：事業認可を受けている区域の整備率が

　75％程度。その未整備区間を優先すべき

　と考えている。整備の進捗状況を見極めな

　がら、今後の事業の存続を含め、内部協議

　や北海道などと協議をしていきたい。

学校ＩＣＴ

Q：学校のＩＣＴ環境の整備、タブレットの

　計画的な整備の考え方は。

A：パソコンの整備は充実した環境になって

　いる。ＩＣＴを活用した学習活動のために

　はＷｉ－Ｆｉ環境の整備が必要。どのような

　ＩＣＴ環境がいいのか協議し、計画的な整

　備を図っていきたい。

（下）馬場山にある町有林

（上）昨年５月に行われた「江差浜
の母さんお魚殖やす森づくり」で
の植樹のようす（町民の森）



議会だより ８

議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

七
議
員
が
町
政
を
問
う

　定例会で次のとおり、町長が行政報告しました。

１　かもめ島上の旧花月のご寄贈について

　平成30年３月１日、旧花月の所有者である小林静子様

から、江差町字鴎島10番地の旧花月の寄贈があった。

　旧花月は、シンボル的存在であるかもめ島の景観上・

防災上の観点においても、また「北の江の島構想」など

におけるかもめ島を中心とした活用策の取り進めにおい

ても課題であったことから、町有施設とし町が直接管理

できるよう所有者並びにご家族や関係者と昨年来、継続

的に協議してきたところですが、この度協議が整い、町

へ寄贈頂いた。

　寄贈頂いた建物については、今後、民間活力等も含

め、多方面から跡地の利活用策を検討していきたいと考

えている。寄贈頂いた小林様はもとより、趣旨にご理解

頂きご尽力頂いたご家族や関係者の皆様にこの場をお借

りし厚く御礼申し上げたい。

2　寄付採納について

・ASA江差朝日新聞専売所　所長　松崎　浩様

　図書43冊（図書館の図書充実のために）

第 1 回 定 例 会  行 政 報 告

意 見 書 を 提 出
　３月定例会では６件の意見書を提出し、４件を可決、

関係行政機関へ提出しました。

◆地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新た

　な一般職非常勤職員の処遇改善と雇用安定に関する意

　見書

◆バリアフリー法の改正及びその円滑な施行を求める意

　見書

◆所有者不明の土地利用を求める意見書

◆洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の

　河道掘削の予算の確保を求める意見書
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今
後
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
考
え
方
を
伺
い
た

い
。

　

食
育
、
地
場
産
物
の
提
供
、

産
業
振
興
へ
の
支
援
、
雇
用

拡
大
対
策
、
配
膳
サ
ー
ビ
ス

等
を
視
野
に
検
討
が
必
要
で

は
。

　

食
育
は
、
食

育
基
本
法
に
基
づ
き
、
平
成

26
年
度
か
ら
学
校
栄
養
教
諭

を
配
置
し
、
各
学
校
に
お
い

て
、
日
常
の
食
生
活
の
大
切

さ
を
考
え
さ
せ
る
授
業
を
実

施
し
て
い
る
。
給
食
セ
ン

タ
ー
見
学
も
受
け
入
れ
、
食

育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

新
鮮
で
お
い
し
く
、
安
心
・

安
全
な
地
場
産
品
を
使
用
す

る
こ
と
は
基
本
で
あ
り
、
可

能
な
限
り
食
材
と
し
て
活
用

す
る
た
め
工
夫
を
凝
ら
し
て

お
り
、
地
元
業
者
へ
の
発
注

に
も
配
慮
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
積
み
重
ね
が
産
業
振

興
、
雇
用
拡
大
な
ど
に
も
繋

が
る
。
今
後
も
、
地
場
産
品

な
ど
極
力
活
用
出
来
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

　

給
食
組
合
の
効
率
的
な
適

正
運
営
に
つ
い
て
、
昨
年
７

月
末
を
も
っ
て
厚
沢
部
町
が

脱
退
し
、
今
後
も
２
町
で
運

営
す
る
こ
と
で
確
認
し
て
い

る
。
２
町
体
制
に
な
っ
た
こ

と
で
、
効
果
的
・
効
率
的
な

運
営
方
法
、
内
容
の
見
直
し

の
検
討
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

施
設
設
備
・
備
品
な
ど
の

老
朽
化
対
策
は
、
昭
和
46
年

に
建
設
さ
れ
約
50
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

米
飯
給
食
へ
の
対
応
や
衛
生

管
理
な
ど
安
全
上
の
問
題
が

あ
り
、
早
急
に
改
築
が
必
要
。

改
築
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
施
設

の
規
模
、
建
設
場
所
等
に
つ

い
て
、
今
後
、
給
食
組
合
及

び
２
町
で
具
体
的
に
協
議
を

進
め
た
い
。

　

配
膳
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
第
一

義
は
学
校
給
食
で
あ
り
、
ま

ず
は
学
校
へ
安
心
・
安
全
な

給
食
を
提
供
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
配
膳
サ
ー
ビ
ス

な
ど
は
、
行
政
ニ
ー
ズ
が
あ

れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
含
め
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

指
定
金
融
機
関
の
見
直
し

の
方
向
性
を
検
討
す
べ
き
で

は
。
庁
舎
内
で
何
ら
か
の
議

論
は
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

関
係
機
関
と
何
ら
か
の
議
論

は
さ
れ
た
の
か
。

　

う
み
街
信
金
は
本
店
が
江

差
に
あ
り
、
そ
の
恩
恵
は
多

大
で
あ
る
。
町
長
の
実
直
な

思
い
を
伺
い
た
い
。

　

現
指
定
金
融
機
関
か
ら
の

借
入
の
状
況
は
。

　

指
定
金
融
機
関
の
在
り
方

な
ど
積
極
的
に
議
論
す
べ
き

で
は
。　

指
定
金
融
機
関
に

関
す
る
協
議
は
、
庁
舎
内
・

金
融
機
関
と
も
協
議
の
場
を

持
っ
て
い
な
い
。
創
業
支
援

等
の
事
業
で
連
携
を
強
め
て

い
る
。

　

私
の
考
え
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
か
ら
必
要
と
さ

れ
続
け
る
金
融
機
関
と
し

て
、
地
域
経
済
の
持
続
的
発

展
に
一
層
貢
献
し
て
頂
く
よ

う
期
待
し
て
い
る
。

　

指
定
金
融
機
関
か
ら
の
借

入
は
、
現
時
点
で
66
件
、
総

額
は
19
億
７
千
万
円
。

　

本
部
が
あ
る
こ
と
に
よ
る

町
へ
の
様
々
な
支
援
に
は
強

く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
指
定

金
融
機
関
の
み
な
ら
ず
、
信

用
金
庫
と
も
一
層
の
連
携
を

さ
せ
て
頂
き
、
特
に
本
部
本

店
が
他
市
町
に
移
転
と
な
ら

3 月定例会　一般質問 室井　正行 議員（自民党）

　

今
日
ま
で
議
会
と
の
協
議

や
中
間
報
告
な
ど
一
切
な

い
。
国
交
省
や
協
議
、
整
備

協
議
会
な
ど
直
近
の
動
向
に

つ
い
て
、
町
長
の
所
見
は
。

　

木
古
内
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
を
平

成
31
年
度
に
予
定
し
、
木
古

内
～
江
差
間
の
早
期
事
業
化

と
江
差
町
側
か
ら
の
工
事
着

工
に
つ
い
て
、
私
が
会
長
を

務
め
る
協
議
会
の
ほ
か
、
函

館
市
長
が
会
長
を
務
め
る
期

成
会
、
或
い
は
檜
山
町
村
会

が
所
管
す
る
檜
山
地
域
振
興

協
議
会
に
お
い
て
、
国
や
地

元
選
出
代
議
士
等
へ
要
請
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

　

各
種
の
要
請
行
動
に
対
す

る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
の
連
動
に
つ
い
て
、
策

定
の
進
捗
状
況
や
方
向
性
を

見
極
め
な
が
ら
、
移
動
時
間

の
短
縮
な
ど
に
よ
る
産
業
の

振
興
や
観
光
の
振
興
、
或
い

は
防
災
・
減
災
力
の
向
上
と

い
っ
た
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
書

き
込
ん
だ
資
料
を
作
成
し
、

当
該
路
線
の
早
期
事
業
化
に

向
け
て
近
隣
町
や
他
団
体
と

の
連
携
を
図
る
な
ど
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
声
を

伝
え
る
努
力
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

な
お
、
北
の
江
の
島
構
想

策
定
支
援
業
務
な
ど
の
各
種

資
料
に
つ
い
て
は
、
所
管
課

で
の
整
理
が
出
来
次
第
、
議

会
へ
報
告
し
、
新
年
度
に
お

い
て
、
協
議
を
重
ね
、
各
種

構
想
を
具
現
化
し
て
い
く
。

「
江
差
町
指
定
金
融
機
関
と

　

道
南
う
み
街
信
用
金
庫
に
つ
い
て
」

な
い
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い

る
。

役場出納室には、指定金融機関（北洋銀行）の

職員が常駐し、対応している。

「
江
差
町
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」

「
高
規
格
幹
線
道
路
『
函
館
・
江
差
自
動
車
道
』

木
古
内
～
江
差
間
の
協
議
状
況
と
江
差
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
連
動
に
つ
い
て
」

給食センターの調理部門は民間に委託されている。施設は

築 50 年近く、老朽化が進んでいる。

町
長

町
長

教
育
長
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し
か
し
、
町
を
取
り
巻
く

環
境
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
く
、

山
積
す
る
課
題
も
含
め
、
町

長
の
目
指
す
「
古
く
て
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
は
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
。
全
力
で
邁
進
し

た
１
期
目
だ
っ
た
と
思
う

が
、
改
め
て
次
期
町
長
選
挙

再
出
馬
の
意
向
を
聞
か
せ
て

頂
き
た
い
。

　

多

く

の

町

民

の
皆
様
の
支
持
を
受
け
、

２
０
１
４
年
８
月
８
日
か
ら

町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ

て
頂
い
て
き
た
。
こ
の
間
、

町
民
の
皆
様
、
町
議
会
議
員

の
皆
様
、
各
種
団
体
や
民
間

企
業
、
そ
し
て
役
場
職
員
の

ご
協
力
も
あ
り
、
町
長
選
挙

の
時
に
掲
げ
た
施
策
に
つ
い

て
、
概
ね
実
行
や
着
手
出
来

た
と
考
え
て
い
る
。

　

特
に
、
子
育
て
支
援
対
策

や
第
１
次
産
業
へ
の
経
営
安

定
化
対
策
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
振
興
な
ど
に
力

点
を
置
い
て
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
「
古
く
て
新
し
い
ま

ち
江
差
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
、
日
本
で
最
も
美
し
い

村
連
合
へ
の
加
盟
、
北
海
道

第
１
号
と
な
る
日
本
遺
産
の

認
定
、
か
も
め
島
の
活
性
化

を
図
る
北
の
江
の
島
構
想
な

ど
を
通
じ
、
江
差
の
魅
力
を

発
信
す
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

し
て
全
力
で
取
り
組
み
、
着

実
に
実
を
結
び
始
め
て
い

る
。
し
か
し
、
町
を
取
り
巻

く
環
境
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

く
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
、
農
業
・
漁
業
の
再

生
、
観
光
振
興
に
よ
る
江
差

町
以
外
か
ら
の
外
貨
の
獲
得

な
ど
、
課
題
が
多
い
こ
と
も

現
実
で
あ
る
。
た
だ
、
就
任

前
よ
り
も
江
差
町
の
魅
力
、

ま
た
江
差
町
民
の
町
に
対
す

る
熱
い
思
い
を
強
く
、
強
く

感
じ
て
い
る
。
次
の
４
年
間

も
町
政
運
営
の
責
任
者
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
担
わ
せ
て

頂
き
、
こ
の
４
年
間
の
延
長

線
上
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

将
来
に
責
任
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
町
長
選
挙
に
立
候
補
す
る

所
存
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え

る
中
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
創

生
の
推
進
と
財
政
健
全
化
対

策
に
つ
い
て
、
町
長
の
基
本

的
な
考
え
は
。

　

地
方
自
治
体
は

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
地
域
に

お
け
る
行
政
を
自
主
的
か
つ

総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
法
令
等
に
基

づ
き
、
基
本
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
こ
の
町
の
将
来
を

見
据
え
て
地
方
創
生
や
地
域

活
性
化
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
長

期
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
江
差
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
基

づ
く
各
種
施
策
や
日
本
遺
産

の
認
定
と
そ
れ
に
伴
う
地
域

活
性
化
施
策
を
進
め
て
き

た
。
ま
た
、
北
の
江
の
島
構

想
を
策
定
し
、
か
も
め
島
周

辺
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

私
は
、
早
期
健
全
化
団
体

に
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
実
質
公
債
費
比
率
が
18

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ

と
、
財
政
調
整
基
金
は
20
億

円
を
目
安
と
し
て
確
保
し
、

歳
出
の
縮
減
、
起
債
の
抑
制

や
繰
上
償
還
な
ど
町
債
残
高

の
減
少
と
公
債
費
負
担
の
抑

制
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。

　

今
後
は
、
廃
止
や
縮
小
も

視
野
に
入
れ
た
事
務
・
事
業

の
見
直
し
、
公
共
施
設
の
統

廃
合
・
集
約
化
な
ど
に
よ
っ

て
恒
久
的
な
歳
出
削
減
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み

は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
道

で
あ
り
、
目
を
背
け
ず
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
地
域
活
性
化
と
財

政
健
全
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
、
両
立
を
果
た
す
こ
と
が

私
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

２
０
１
４
年
に
就
任
以

来
、
ま
も
な
く
４
年
を
経
過

す
る
。
そ
の
間
、
長
年
の
懸

案
だ
っ
た
風
力
発
電
事
業
や

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
の
き
荘

移
転
問
題
の
解
決
、
子
育
て

支
援
の
充
実
や
農
業
・
漁

業
者
へ
の
支
援
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
、
宿
泊
施
設
改
修

へ
の
助
成
な
ど
、
福
祉
・
地

域
産
業
振
興
を
積
極
的
に
推

進
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
江

差
追
分
に
町
民
み
ん
な
で
親

し
も
う
条
例
の
制
定
や
、
姥

神
大
神
宮
渡
御
祭
を
江
差
町

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
、

２
０
１
５
年
に
は
日
本
で
最

も
美
し
い
村
連
合
の
加
盟
を

果
た
し
、
昨
年
文
化
庁
か
ら

北
海
道
初
の
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
・
文

化
振
興
に
も
尽
力
さ
れ
て
き

た
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
を
見

る
と
、
基
金
を
19
億
か
ら

27
億
７
千
万
に
積
み
増
し

し
、
町
債
は
62
億
か
ら
59
億

に
、
さ
ら
に
実
質
公
債
比
率

は
15
．
６
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

14
．
４
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少

さ
せ
て
い
る
。
改
め
て
そ
の

３
年
８
カ
月
の
町
政
運
営
は

多
く
の
町
民
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
支
持
さ
れ
て
い
る
。

3 月定例会　一般質問 西海谷  望 議員（無会派）

西海谷議員の質問に対し出馬の意向を表明した

照井町長

「
照
井
町
長
の
再
選
出
馬
に
つ
い
て
」

「
財
政
健
全
化
対
策
と
地
方
創
生
の
推
進
に
あ

た
っ
て
の
町
長
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」

町
長

町
長
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も
と
に
着
地
型
観
光
促
進
の

た
め
の
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
、
対
鴎
館
（
上
野
町
）

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
対
鴎
館
は
、

明
治
に
建
設
さ
れ
た
歴
史
的

価
値
や
趣
の
あ
る
天
井
づ
く

り
、
窓
か
ら
見
え
る
景
観
は

す
ば
ら
し
い
た
め
、
観
光
に

活
用
す
べ
き
と
判
断
し
、
町

内
会
の
協
力
を
頂
き
、
間
も

な
く
完
成
す
る
。
建
築
物
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら

ず
、
江
差
を
訪
れ
た
方
々
が

少
し
で
も
滞
在
時
間
を
延
ば

す
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く

り
に
努
め
る
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
の
利
活

用
方
策
は
、
役
場
内
部
、
商

工
会
と
の
情
報
共
有
・
連
携

を
図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
る
。
一
定
の
時
間
を
か

け
て
検
討
す
べ
き
と
判
断
し

て
い
る
。

　

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
策
定
に
向
け

た
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る

と
あ
る
が
、
新
た
な
計
画
を

策
定
す
る
前
に
、
前
期
に
策

定
さ
れ
た
支
援
事
業
計
画
の

点
検
・
評
価
が
重
要
と
考
え

る
。
ど
の
よ
う
な
点
検
・
評

価
が
な
さ
れ
た
の
か
。

　

平
成
27
年
度
か
ら

の
５
か
年
計
画
で
、
約
80
の

事
務
・
事
業
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。
点
検
・
評
価
は
、

事
務
事
業
の
所
管
課
に
よ
る

進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
、
本

計
画
策
定
か
ら
関
わ
っ
て
い

る
江
差
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
行
っ
て
い
る
。
計
画

に
登
載
し
て
い
る
事
務
・
事

業
の
大
半
を
実
施
・
推
進
し

て
い
る
が
、
病
後
児
保
育
事

業
の
検
討
や
保
育
士
の
確
保

に
向
け
た
総
合
的
な
取
り
組

み
な
ど
、
一
部
実
施
に
至
っ

て
い
な
い
も
の
は
、
今
後
さ

ら
な
る
検
討
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ぷ
ら
っ
と
江
差
の
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
、
既
存
施

設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
滞
在
型
の
観
光
商
品
開
発

等
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内

容
は
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
の
利
活

用
方
策
に
つ
い
て
、
い
ま
だ

に
方
向
性
が
出
て
い
な
い

が
、
駐
車
場
や
小
規
模
な
上

物
を
建
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

活
用
が
出
来
る
施
設
で
十
分

活
用
で
き
る
と
思
う
が
、
町

の
考
え
方
は
。

　

「
古
く
て
新
し
い

ま
ち
江
差
観
光
戦
略
書
」
を

3 月定例会　一般質問 塚本　眞 議員（無会派）

リノベーション事業として、対鴎館（上野町）で行わ
れた食をテーマとした体験観光メニューの体験会と見
学会。対鴎館は、床のフローリング化や廃材を活用し
た椅子、写真の展示などでリノベーションされた。

を
行
い
、
地
域
資
源
の
適
切

な
保
全
管
理
を
推
進
す
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
今
後

も
農
地
維
持
活
動
や
資
源
向

上
活
動
が
適
切
に
維
持
・
発

揮
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
向
上
に
資
す
る
よ
う

努
め
た
い
。
ま
た
、
農
業
経

営
基
盤
安
定
化
対
策
事
業

「
共
済
掛
金
助
成
」
で
は
、「
畜

産
共
済
」
の
掛
金
助
成
に
つ

い
て
一
部
見
直
し
を
図
っ

た
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
増
養

殖
・
放
流
事
業
支
援
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ナ
マ
コ
栽
培
漁
業
研
究

事
業
や
ニ
シ
ン
・
ア
ワ
ビ
・

サ
ケ
の
種
苗
放
流
な
ど
へ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
助
成
を

継
続
し
て
い
く
。
水
産
技
術

普
及
指
導
所
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
放
流
等
の
効
果

の
把
握
に
努
め
た
い
。

　

ニ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
２

月
末
現
在
で
約
２
．
７
ト
ン

の
水
揚
げ
が
今
期
あ
り
、
既

に
昨
年
の
３
倍
以
上
の
漁

獲
。
標
識
放
流
魚
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
た
め
確
証
は

な
い
が
、
資
源
が
増
え
て
い

る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
。
今
後
も
引
き
続
き
、
檜

山
管
内
水
産
振
興
対
策
協
議

会
が
取
り
組
む
放
流
効
果
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
情
報
を

収
集
し
、
事
業
効
果
の
把
握

に
努
め
た
い
。

　

農
業
振
興
で
は
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
新

た
に
取
り
組
む
こ
と
は
農
地

環
境
を
守
っ
て
い
く
側
面
で

重
要
で
あ
り
、
農
業
者
の
立

場
に
な
っ
て
随
時
見
直
し
も

必
要
と
考
え
る
が
。

　

漁
業
振
興
で
は
、
回
遊
性

魚
種
に
頼
ら
な
い
増
養
殖
・

放
流
事
業
に
つ
い
て
、
継

続
、
効
果
の
確
認
の
実
施
も

重
要
。
評
価
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　

平
成
30
年
度
か
ら

多
面
的
機
能
交
付
金
制
度
を

創
設
し
、
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
を
図
る
た
め
の
地

域
の
共
同
活
動
に
係
る
支
援

　

日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

歴
史
や
文
化
を
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
に
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
考

え
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
学
べ
る

機
会
を
増
や
し
、
郷
土
愛
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
育
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

学
校
教
育
の
中
で
は
限
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
歴

史
や
文
化
を
学
ぶ
時
間
を
さ

ら
に
確
保
し
て
い
く
必
要
に

つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
方

は
。

　

平
成
28
年
に

策
定
し
た
江
差
町
教
育
推
進

計
画
の
テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ

と
江
差
に
心
の
向
く
教
育
の

推
進
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
活
動
は
、
ふ
る

さ
と
江
差
発
見
学
習
の
実
施

で
あ
る
。
29
年
度
も
、
全
て

の
小
・
中
学
校
で
地
域
の
人

材
を
活
用
し
な
が
ら
、
江
差

発
見
学
習
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
江
差
追
分
は
全
学
校
、

江
差
小
学
校
で
郷
土
芸
能
の

「
江
差
餅
つ
き
囃
子
」
、
江
差

北
中
学
校
で
は
「
土
場
鹿
子

舞
」
、
南
が
丘
小
学
校
で
は

「
鮫
踊
り
」
や
「
沖
揚
げ
音
頭
」

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
南
が
丘
小
学
校
６
年
生

は
、
修
学
旅
行
で
自
分
た
ち

が
作
成
し
た
江
差
の
観
光
チ

ラ
シ
を
青
森
市
内
で
配
付

し
、
ふ
る
さ
と
江
差
を
Ｐ
Ｒ

し
た
ほ
か
、
江
差
北
中
学
校

で
も
修
学
旅
行
先
の
盛
岡
市

内
で
、
江
差
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
た
。

　

町
教
委
と
し
て
、
今
後
も

ふ
る
さ
と
学
習
の
充
実
に
向

け
、
さ
ら
に
進
化
す
る
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。

「
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
」

「
経
済
基
盤
を
持
続
さ
せ
る

　
　
　
　
　 
地
場
産
業
の
振
興
」

町
長

町
長

「
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
）
」

「
『
ふ
る
さ
と
江
差
に
心
の
向
く
教
育
』

　
　
　
　
　
　
　

の
推
進
に
つ
い
て
」

町
長

教
育
長
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民
有
地
の
空
き
地
を
借
り

上
げ
る
な
ど
、
雪
の
累
積
場

所
を
確
保
し
、
排
雪
を
こ
ま

め
に
進
め
る
べ
き
。

　

小
型
除
雪
機
の
貸
し
出
し

の
検
討
を
す
べ
き
。

　

町
管
理
施
設
の
駐
車
場
の

除
雪
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　

雪
の
堆
積
場
所

は
、
開
放
し
て
い
る
砂
川
の

雪
捨
て
場
の
ほ
か
、
町
有
地

な
ど
を
中
心
に
、
町
内
に
数

箇
所
堆
積
場
所
を
確
保
し
、

効
率
的
な
排
雪
作
業
を
心
が

け
て
い
る
。
一
部
民
有
地
も

所
有
者
の
了
解
を
頂
き
確
保

し
て
い
る
。

　

小
型
除
雪
機
の
貸
し
出
し

は
、
財
源
・
運
用
方
法
な
ど

の
課
題
整
理
を
し
た
上
で
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

基
本
的
に
町
が
直
接
管
理

し
て
い
る
施
設
は
、
作
業
員

或
い
は
職
員
が
対
応
し
、
管

理
を
委
託
又
は
指
定
管
理
と

し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は

受
託
者
或
い
は
指
定
管
理
者

が
除
雪
を
し
て
い
る
。
今
年

の
よ
う
な
大
雪
の
場
合
は
他

の
課
の
職
員
も
動
員
す
る
な

ど
、
役
場
内
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　

役
場
庁
舎
の
除
排
雪

に
つ
い
て
、
職
員
の
シ
フ
ト

制
な
の
か
。
人
数
や
女
性
の

多
い
課
な
ど
を
考
慮
し
て
い

る
の
か
。

　

各
課
で
の
当

番
制
で
対
応
し
て
い
る
。
な

る
べ
く
偏
り
の
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
の
職

員
に
考
慮
し
て
の
当
番
制
な

の
か
。

　

上
司
に
そ
う

い
っ
た
状
況
を
気
軽
に
言
え

る
、
そ
う
い
う
状
況
の
中
で

人
数
の
把
握
等
に
努
め
た
い
。

　

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
策
定
の
た
め

の
ニ
ー
ズ
調
査
に
入
る
が
、

第
１
期
の
各
年
の
点
検
・
評

価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
の

福
祉
に
関
す
る
事
務
調
査
の

意
見
は
、
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
た
か
。

　

貧
困
実
態
調
査
に
つ
い

て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
論

議
さ
れ
る
の
か
。

　

計
画
の
点
検
・
評

価
は
、
所
管
課
に
よ
る
進
捗

状
況
等
を
基
に
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
で
行
っ
て
い

る
。
こ
の
間
、
概
ね
の
事
業

は
実
施
さ
れ
、
一
部
の
事
務
・

事
業
が
実
施
に
至
っ
て
い
な

い
。

　

福
祉
に
関
す
る
事
務
調
査

に
つ
い
て
、
保
育
士
の
確
保

は
、
賃
金
面
等
の
管
内
各

町
と
の
格
差
を
是
正
。
保
育

環
境
の
改
善
は
、
北
部
保
育

3 月定例会　一般質問 小林くにこ 議員（日本共産党）

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
の
道

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指

定
へ
の
働
き
か
け
は
。

　

道
指
定
を
目
指
す
こ
と

で
、
各
山
車
の
管
理
又
は
修

理
に
つ
い
て
、
国
や
道
の
補

助
が
可
能
に
な
る
の
か
。

　

各
山
車
の
保
存
に
対
し
、

町
と
し
て
支
援
す
べ
き
で
な

い
か
。

　

こ
れ
ま
で
も

要
請
行
動
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
さ
ら
な
る
要
請
活
動

を
し
て
い
く
。
道
の
補
助
が

可
能
か
ど
う
か
は
指
定
後
の

協
議
を
行
わ
な
い
と
分
か
ら

な
い
。
国
は
国
指
定
で
な
い

と
補
助
は
無
い
。

　

山
車
の
修
理
等
に
は
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
金
を
活

用
し
、
支
援
を
し
て
き
て
い

る
。

　

山
車
の
保
存
に
対
す
る
町

補
助
金
は
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

　

今
後
の
人
口
減
少
に

見
合
っ
た
お
祭
り
の
在
り
方

を
ど
う
考
え
、
対
策
し
て
い

く
の
か
。

　

そ
の
よ

う
な
議
論
を
し
て
き
て
い
な

い
。

３月 14 日に行われた平成 29 年度第１回江差町子ど
も・子育て会議。幼稚園や保育園、各種団体の関係者
が集まり、支援事業計画の点検・評価などで意見交換
した。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、

　
　
　
　 
貧
困
対
策
に
つ
い
て
」

町
長

再学
校
教
育
課
長

園
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

る
。

　

貧
困
に
関
す
る
実
態
調
査

等
は
、
平
成
30
年
度
の
上
半

期
に
業
者
選
定
や
地
域
特
性

の
分
析
等
を
行
い
、
下
半
期

か
ら
実
態
調
査
と
そ
の
取
り

ま
と
め
を
予
定
し
て
い
る
。

平
成
31
年
度
か
ら
は
、
ニ
ー

ズ
量
や
事
務
量
の
推
計
、
課

題
の
精
査
と
施
策
の
方
向
性

を
検
討
し
、
新
た
な
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
た
、
貧
困
実

態
調
査
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
場
で
議
論
を

深
め
て
い
き
た
い
。

　

給
食
費
の
無
償
化
の

検
討
は
。
貧
困
解
消
計
画
に

団
体
や
子
ど
も
の
意
見
等
を

反
映
し
て
は
ど
う
か
。
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
方
法

に
つ
い
て
、
子
ど
も
が
読
め

な
い
よ
う
に
す
る
等
配
慮
す

べ
き
で
は
。
貧
困
対
策
に
つ

い
て
、
学
校
を
窓
口
と
し
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
め
る

べ
き
で
は
。

　

学

校

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
支
援
全
体
の
中
で
優
先
順

位
を
付
け
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

子
ど
も

た
ち
若
し
く
は
保
護
者
に
理

解
を
得
ら
れ
る
進
め
方
を
し

て
い
き
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト

等
へ
の
配
慮
は
、
手
法
を
整

え
て
い
き
た
い
。

　

学
校
現
場
と
の
意
見
交
換

等
も
当
然
出
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

町
民
福
祉
課
長

「
除
雪
、
排
雪
の
体
制
に
つ
い
て
」

「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
及
び
各
山
車
の

　

保
存
・
伝
承
、
管
理
・
修
理
に
つ
い
て
」

平
成
29
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で
改

修
整
備
を
行
っ
た
中
歌
町
の
「
蛭
子
山
」

山
車
土
台
。
こ
れ
ま
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
を
使
い
、
山
車
の
改
修
等
が
進
め
ら

れ
て
き
て
い
る
。

町
長

再財
政
課
長

再
再

教
育
長

再追
分
観
光
課
長

副
町
長
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行
を
行
っ
て
い
く
。

　

町
有
バ
ス
の
利
用
状

況
は
。

　

平
成
29

年
度
は
２
日
に
１
回
は
使
わ

れ
て
い
る
。
教
育
関
係
以
外

に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
空
い
て
い
る
範
囲
で
利

用
は
可
能
。

　

団
体
の

定
義
に
明
確
な
も
の
は
な

い
。
目
的
に
反
し
な
い
限
り

利
用
頂
い
て
い
る
。

　

周
知
方
法
は
。
新

し
い
団
体
に
は
全
然
分
か
ら

な
い
の
で
は
。

　

改
め
て

お
知
ら
せ
は
し
て
い
な
い
。

福
祉
バ
ス
も
混
み
合
っ
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
周
知
は
少

し
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

教
職
員
の
働
き
方
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
対

応
を
考
え
て
い
る
か
。

　

建
設
労
働
者
の
働
き
方
に

つ
い
て
、
工
事
発
注
等
で
何

か
改
善
策
は
取
り
組
ん
で
い

る
か
。

　

町
職
員
の
働
き
方
に
つ
い

て
、
有
給
休
暇
取
得
率
は
改

善
し
て
い
る
か
。
時
間
外

勤
務
の
改
善
は
進
ん
で
い
る

か
。

　

ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
や
学
習

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
支
援
員
配

置
、
時
間
講
師
の
派
遣
、
教

育
委
員
会
職
員
の
派
遣
等
、

教
員
の
負
担
感
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
中
学
校
の
部

活
動
の
複
数
顧
問
配
置
や
休

止
日
を
設
け
る
な
ど
職
場
環

境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

余
裕
を
持
っ
た
工

期
の
設
定
や
時
期
の
平
準
化

等
に
努
め
て
い
る
。

　

職
員
の
有
給
休
暇

は
平
成
29
年
で
は
１
人
あ
た

り
８
．
６
日
。
課
長
会
議

等
で
休
暇
取
得
促
進
の
呼
び

か
け
を
し
て
い
る
。
時
間
外

勤
務
は
、
全
体
的
に
見
る
と

減
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き

職
員
の
健
康
面
へ
配
慮
し
、

時
間
外
勤
務
の
縮
減
に
向
け

努
力
し
た
い
。

　

絵
や
作
文
な
ど
の
各

種
依
頼
の
位
置
付
け
は
。

　

外
部
の
指
導
員
の
可
能
性

は
。

　

工
事
発
注
の
際
の
社
会
保

険
へ
の
加
入
促
進
等
、
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。

　

年
休
の
取
得
状
況
を
個
別

に
押
さ
え
る
べ
き
。
代
休
所

得
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　

定
数
に
つ
い
て
、
確
保
、

改
善
す
べ
き
で
は
。

　

学
校
教

育
の
一
環
と
し
て
教
育
課
程

と
の
関
連
が
図
ら
れ
る
も
の

の
み
精
選
し
て
取
り
扱
う

よ
う
学
校
に
指
導
し
て
い
る
。

外
部
指
導
員
は
、
今
後
の
検

討
課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

道
か
ら

の
通
達
を
受
け
、
対
応
し
て

い
き
た
い
。　

個
別
の
状
況

は
確
認
し
て
い
る
。

　

代
休
は
把
握
し
て
い
な

い
。
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

現
有
職
員
数
の
維
持
を
基

本
と
し
、
適
正
な
職
員
確
保

と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

今
の
職
員
の
在
り

方
、
定
数
の
在
り
方
ど
う
な

の
か
。

　

ひ
の
き
荘
の

民
営
化
等
、
業
務
全
体
を
改

め
て
こ
の
機
会
に
定
員
管
理

計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

　

運
転
免
許
自
主
返
納
者
に

タ
ク
シ
ー
券
な
ど
の
支
給
を

検
討
し
て
は
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に

つ
い
て
、
１
回
の
使
用
枚
数

制
限
を
撤
廃
す
べ
き
。

　

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
高
齢
者

等
の
参
加
を
広
げ
る
た
め
に

も
、
町
有
バ
ス
を
積
極
的
に

利
用
し
て
は
。

　

免
許
返
納
者
へ
の

特
典
は
考
え
て
い
な
い
。

　

枚
数
の
制
限
に
つ
い
て
、

意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
頂

く
。

　

こ
れ
ま
で
も
イ
ベ
ン
ト
等

で
運
行
し
て
い
る
。
今
後
も

重
複
が
な
い
限
り
同
様
の
運

3 月定例会　一般質問 小野寺　真 議員（日本共産党）

　

要
介
護
認
定
全
体
が

軽
い
方
が
増
え
て
い
く
見
込

み
に
な
っ
て
い
る
が
。

　

介
護
給
付
の
適
正
化
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
。

　

要
介
護
１
、
２
を
外
す
方

向
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

　

６
期
計

画
の
認
定
状
況
は
要
介
護
１

～
３
の
中
程
度
の
認
定
が
減

少
し
て
い
る
傾
向
。
町
職
員

の
調
査
等
で
調
査
認
定
自
体

の
適
正
化
が
な
さ
れ
て
き
て

い
る
。
成
果
が
見
え
る
ま
で

時
間
が
か
か
る
。

　

生
活
援
助
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
傾
向
、
判
断
を

し
て
い
る
か
。

　

傾

向
、

複
数
回
利
用
人
数
な
ど
の
資

料
を
持
っ
て
い
な
い
。
地
域

ケ
ア
会
議
の
中
で
そ
れ
を
議

論
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
進
め

て
い
く
か
こ
れ
か
ら
の
検
討

と
し
た
い
。

　

新
年
度
か
ら
の
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
半
減
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
７
割
減
見
込
み
の
要

因
は
。　

第
６
期
の
実
績
・

伸
び
率
を
基
に
推
計
し
て
い

る
。
介
護
認
定
率
が
下
が
っ

て
い
る
こ
と
や
施
設
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
、
小
規
模
通
所
介
護
事

業
が
地
域
密
着
型
通
所
介
護

に
移
行
し
た
こ
と
も
要
因
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。

（上）福祉バス
（左）教育委員会バス

「
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
」

「
高
齢
者
な
ど
の
外
出
支
援
・

　
　
　
　
　 
社
会
参
加
促
進
を
」

介
護
保
険
の
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
半
減
、

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
７
割
減
見
込
み
の
要
因
は
」

町
長

再社
会
教
育
課
長

町
民
福
祉
課
長

町
民
福
祉
課
長

再
再

町
長

再健
康
推
進
課
長

再
再

健
康
推
進
課
長

教
育
長

町
長

町
長

再学
校
教
育
課
長

建
設
水
道
課
長

総
務
課
長

再
再

副
町
長
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介
護
度
や
障
が
い
の
程
度

な
ど
内
容
は
別
と
し
て
、
該

当
者
の
氏
名
を
知
ら
せ
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
か
。

　

以
前
か
ら
作
成
さ
れ
て
い

る
日
常
の
見
守
り
や
声
か
け

の
必
要
な
要
支
援
者
名
簿
を

民
生
委
員
や
町
内
会
な
ど
に

提
供
出
来
な
い
の
か
。

　

対
象
者
数
259
名

中
、
同
意
が
165
名
、
不
同
意

が
11
名
、
未
回
答
が
83
名
で
、

回
収
率
は
68
パ
ー
セ
ン
ト
、

同
意
者
が
64
パ
ー
セ
ン
ト
、

不
同
意
者
が
４
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

　

確
認
状
況
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
２
回
に
わ
た
り
該

当
者
へ
の
郵
送
、
町
広
報
へ

の
掲
載
等
を
行
っ
て
お
り
、

１
回
目
は
昨
年
11
月
、
２
回

目
は
今
年
２
月
に
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
未
回
答
者
に

関
し
て
、
今
後
戸
別
訪
問
等

に
よ
る
確
認
を
予
定
し
て
い

る
。

　

同
意
を
前
提
と
し
な
い
氏

名
等
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

要
支
援
者
名
簿
の
作
成
は
市

町
村
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
意
の
可

否
を
取
り
ま
と
め
る
時
点
で

の
町
内
会
等
へ
の
情
報
提
供

は
行
っ
て
い
な
い
。
な
お
、

同
意
を
得
た
方
々
に
関
す
る

災
害
に
備
え
た
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
町
内
会

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
進
め
て
い

く
。

　

以
前
か
ら
作
成
さ
れ
て
い

る
名
簿
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
か
ら
25
年
に

か
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
、
江
差
町
地
域
防
災
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
以

前
の
名
簿
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、
現
状
と
一
致
し
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら

今
回
取
り
ま
と
め
た
名
簿
を

提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。　

新
聞
の
読
者
の
声
欄

に
十
勝
管
内
の
男
性
か
ら
の

投
稿
が
載
っ
て
い
た
。
町
内

会
で
要
支
援
者
を
支
え
た
い

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
町
内

会
役
員
で
自
主
防
災
組
織
を

編
成
し
、
町
か
ら
そ
の
町
内

会
の
要
支
援
者
台
帳
が
提
供

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
相
互
扶
助
の
精
神
が
発

揮
さ
れ
る
町
内
会
で
あ
る
よ

う
関
心
を
持
っ
て
い
き
た

い
、
そ
う
い
う
意
向
が
書
か

れ
て
あ
り
、
私
も
共
感
し
た
。

江
差
町
の
場
合
は
そ
の
辺
の

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

こ
の
要

支
援
者
名
簿
は
、
町
内
会
・

自
治
会
、
さ
ら
に
は
消
防
・

警
察
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

に
加
え
て
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
に
も
協
力
機
関
と

い
う
位
置
付
け
が
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
団
体
に
つ

い
て
も
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

災
害
が
発
生
し
た
際
、
自

力
で
の
避
難
が
難
し
い
方
の

名
簿
の
整
理
を
進
め
て
い
る

が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
内
会
に
、
名
簿
登
録
同

意
書
の
提
出
願
い
を
該
当
者

に
送
付
し
て
い
る
の
で
、
地

域
の
中
に
要
支
援
者
、
該
当

者
と
思
わ
れ
る
人
が
い
た
ら

声
を
掛
け
て
名
簿
登
録
へ
の

同
意
の
確
認
や
相
談
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
、
と
い
う
内

容
の
要
請
だ
っ
た
。
対
象
者

が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
が
、

要
支
援
者
に
該
当
さ
れ
る
条

件
が
あ
り
、
要
介
護
３
か
ら

５
や
障
害
手
帳
何
級
、
療
育

手
帳
等
、
外
見
で
は
判
断
が

出
来
ず
、
大
変
難
し
い
こ
と

だ
っ
た
。

　

対
象
者
の
人
数
と
同
意
書

の
回
答
率
は
ど
の
く
ら
い

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
同
意
す

る
、
し
な
い
の
割
合
は
ど
の

く
ら
い
だ
っ
た
の
か
。

　

名
簿
登
録
は
強
制
で
な
い

が
、
返
信
が
な
か
っ
た
人
に

対
し
、
再
度
の
確
認
は
す
る

の
か
。

3 月定例会　一般質問 小梅 洋子 議員（無会派）

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の

　
　
　
　
　
　 
登
録
に
つ
い
て
」

避難行動要支援者名簿

　東日本大震災後の災害対策基本法の改正で、

避難時に特に支援が必要な避難行動要支援者の

名簿作成を市町村に義務付けた。名簿は、災害

時に生命・身体に危険が及ぶ恐れがある場合は、

本人の同意なしに消防や警察などの関係機関に

提供することが出来るとされている。

（
右
）
平
成
26
年
10
月
15
日
に
行
わ
れ
た

北
海
道
総
合
防
災
訓
練
の
よ
う
す
。
写

真
は
、
文
化
会
館
に
避
難
す
る
周
辺
町

民
の
皆
さ
ん
。
北
海
道
の
防
災
訓
練
の

た
め
、
高
橋
は
る
み
知
事
も
来
町
し
、

訓
練
を
見
守
っ
た
。

（
左
）
平
成
25
年
11
月
５
日
に
行
わ
れ
た

新
栄
町
・
愛
宕
町
・
豊
川
町
地
区
の
津

波
避
難
訓
練
の
よ
う
す
。
防
災
意
識
の

向
上
や
避
難
経
路
等
の
確
認
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
。

町
長

再

町
民
福
祉
課
長



議会だより15

　

効
果
的
な
支
援
策

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
漁
協

や
漁
業
者
と
協
議
・
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

ナ
マ
コ
は
漁
獲
量
が
安
定

し
て
い
る
。
エ
ゾ
キ
ン
チ
ャ

ク
ガ
イ
は
引
き
続
き
増
養
殖

の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ホ
ヤ
・
ワ
カ
メ
等
は
、
生

育
状
況
は
順
調
で
、
販
路
開

拓
を
含
め
事
業
化
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ニ
シ
ン
を
使
っ
た
加
工
品

の
開
発
な
ど
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

エ
ゾ
キ
ン
チ
ャ
ク
ガ

イ
に
つ
い
て
、
実
際
に
需
要

は
あ
る
の
か
。
販
売
金
額
は
。

　

流
通
は

し
て
い
な
い
た
め
、
値
段
が

付
い
て
い
な
い
。
現
状
は
、

繁
殖
や
栽
培
が
可
能
な
の

か
、
手
探
り
の
状
況
。
走
り

出
し
て
間
も
な
い
た
め
、
も

う
少
し
時
間
を
頂
き
た
い
。

　

中
間
育
成
視
察
の

整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　

必
要
性

は
重
々
認
識
し
て
い
る
。
施

設
整
備
の
経
費
を
考
え
る
と

踏
み
出
せ
な
い
状
況
に
あ

る
。
現
状
で
は
前
向
き
な
話

が
出
来
る
状
況
に
は
な
い
。

　

現
在
の
道
の
駅
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
構
想
は
。

　

今
年
１
月
６
日
の

新
年
交
礼
会
で
、
日
本
一
小

さ
な
道
の
駅
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
売
り
出
し
た
い

と
発
言
し
た
。
全
国
の
道
の

駅
を
巡
っ
て
い
る
方
２
名
か

ら
江
差
の
道
の
駅
が
日
本
一

小
さ
い
と
の
お
墨
付
き
を
頂

い
た
。
日
本
一
は
、
武
器
に

な
る
。
小
さ
い
と
い
う
こ
と

は
そ
の
ま
ま
弱
点
と
な
る

が
、
こ
れ
を
際
立
た
せ
る
よ

う
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
こ
と
で
、
観
光
振
興
の
た

め
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
学
生
の
視
点
で
ア

イ
デ
ィ
ア
を
頂
い
て
お
り
、

学
生
の
感
性
を
取
り
入
れ
、

地
域
住
民
の
声
も
聞
い
た
上

で
、
日
本
一
小
さ
い
道
の
駅

を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
場
所
に

磨
き
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
道
の

駅
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
魅

力
づ
く
り
や
特
色
を
検
討
し

て
お
り
、
大
規
模
な
改
修
な

ど
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　

新
し
い
道
の
駅
の
構

想
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　

魅
力
付

け
を
し
な
が
ら
運
営
が
出
来

る
か
、
若
干
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
加
え
な
が
ら
、
手

を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

年
々
漁
業
者
の
経
営
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
が
、
水
産

業
振
興
費
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
漁
具
等
整
備

や
漁
船
保
険
の
掛
金
の
補
助

以
外
に
即
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
栽
培
漁
業
で
ナ
マ

コ
・
エ
ゾ
キ
ン
チ
ャ
ク
ガ
イ

の
現
状
と
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
他

試
験
段
階
の
昆
布
・
ワ
カ
メ
・

ホ
ヤ
に
つ
い
て
、
事
業
化
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

水
産
業
を
原
料
と
し
た
加

工
品
の
開
発
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

3 月定例会　一般質問 萩原　徹 議員（無会派）

か
も
め
島
入
口
は
、
事
故
も
多
く
、
急

カ
ー
ブ
解
消
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
の
交
差
点
改
良
に
つ
い
て

は
、
北
の
江
の
島
構
想
の
具

体
化
を
進
め
る
上
で
も
、
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
か
も
め

島
周
辺
の
整
備
方
針
を
踏
ま

え
た
上
で
、
道
路
管
理
者
や

公
安
委
員
会
に
対
し
、
一
層

の
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た

い
。　

見
通
し
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
除
排
雪
の
方
法
に

つ
い
て
、
町
と
し
て
開
発
に

ど
の
よ
う
な
形
で
要
請
し
て

い
る
の
か
。

　

い
に
し

え
街
道
の
交
差
点
に
つ
い

て
、
住
民
か
ら
見
通
し
が
悪

く
て
危
険
だ
と
数
件
申
し
出

が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
、
函
館

開
建
の
江
差
道
路
事
務
所

に
、
連
絡
し
排
雪
の
要
請
を

行
っ
た
が
、
対
応
が
遅
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。

　

町
道
・
道
道
・
国
道
問
わ

ず
、
今
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

中
で
我
々
も
十
分
注
意
し
、

危
険
な
交
差
点
に
つ
い
て

は
、
各
道
路
管
理
者
の
方
へ
、

強
く
要
望
・
要
請
を
し
て
い

き
た
い
。

　

交
差
点
改
良
の
方
策
を
関

係
機
関
に
要
請
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
歩
行
者
の
信
号

機
を
取
り
付
け
な
い
の
か
。

　

か
も
め
島
入
口
付

近
の
交
差
点
改
良
や
信
号
機

の
移
設
に
つ
い
て
は
、
函
館

開
発
建
設
部
で
、
関
係
機
関

と
の
協
議
が
さ
れ
て
い
る
。

カ
ー
ブ
区
間
の
交
差
点
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
安
全
性
の

確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、
継

続
協
議
と
な
っ
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

　

今
後
、
か
も
め
島
入
口
付

「
水
産
振
興
に
つ
い
て
」

「
道
の
駅
に
つ
い
て
」

「
２
２
８
号
線
か
も
め
島
付
近
の

　
　
　
　
　
　 
国
道
に
つ
い
て
」

道
の
駅
江
差
は
、
平
成
５
年
４
月
に
登

録
さ
れ
、
と
ん
ち
の
名
人
「
繁
次
郎
」

の
像
が
あ
る
。

町
長

再追
分
観
光
課
長

町
長

再

産
業
振
興
課
長

再
再

産
業
振
興
課
長

町
長

再建
設
水
道
課
長



議会だより 16

～常任委員会、今はこんなことを調査しています～

よりよい町づくりのために

　総務産業常任委員会（室井正行委

員長）は、平成 29年第２回定例会

で事務調査をおこし、現在、継続し

て調査を行っています。

　２月１日から３日にかけて、先進

地である千葉県館山市と神奈川県藤

沢市の江の島を訪問しました。

　千葉県館山市では、港湾をまちづ

くりに活用し、様々なアイディアで

地元を盛り上げようとしていまし

た。

　江の島は、かもめ島によく似た形

をしてはいますが、観光客の往来の

数、元々ある素材の違いを認識しま

した。

　また、４月 17日には、教育委員

会担当者の説明を受けながら、かも

め島を歩いて視察。改めてかもめ島

について学びました。

総務産業常任委員会  『かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査』

（左右上）館山市内の海の駅での行政視察のよ

うす。施設内には「さかなくんギャラリー」

が併設され、多くの観光客が訪れている。

（右下）江の島の観光ガイドの方の案内で江の

島を視察。歴史を感じながら、また課題も確

認しながら視察。

調査中です！

（左）かもめ島の歴史等について社会教育課宮

原主幹から説明を受けながら、視察を行った。

調査中です！

社会文教常任委員会　 『文化遺産に関する事務調査』

　社会文教常任委員会（小林くにこ

委員長）は、平成２９年第４回定例

会で事務調査をおこし、現在、継続

して調査を行っています。

　２月１４日から１６日にかけて、

先進地である兵庫県篠山市と岡山県

倉敷市を訪問しました。

　兵庫県篠山市では、デカンショ節

という民謡をストーリにして日本遺

産に認定されています。岡山県倉敷

市は、北前船の寄港地として江差と

関わりが深く、同じく綿花で織りな

す倉敷物語として日本遺産に認定さ

れています。

　先進地を視察することで、今、江

差にある様々な文化遺産を改めて認

識し、今後の調査が進められていき

ます。

（右上）兵庫県篠山市で日本遺産認定後の取り組み等について、調査を行った。

（左上）篠山市の中心部に位置する篠山城を視察。

（右下）岡山県倉敷市で日本遺産認定後の取り組み等について、調査を行った。

（左下）倉敷市の美観地区を担当者の説明を受けながら、歩いて視察。
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出欠状況をお知らせします！
平成 30年 1月１日から 3月 31日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

　

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

・ぷらっと江差の運営見直しについて

　開陽丸青少年センター内の「ぷらっと江差」について、

町が設立を目指している観光DMOでの運営を視野に、

当面は江差町観光まちづくり協議会で行うことで出店

者組合との協議が整ったことが報告された。

・公共施設のアスベスト含有調査について

　公共施設のアスベストは内部での実態調査を行い、

ボイラー用煙突断熱材に破損の疑いがある３施設が確

認され、結果、防災備蓄センターと水堀コミュニティ

センターで含有しているとの結果報告があった。囲い

込み処理したことも報告された。

・議会運営委員会事務調査の内容について

　議会運営委員会で調査している議会運営に関する事

務調査について、議会運営委員長からこれまでの経過

や調査の内容、今後の調査の進め方等について説明が

あった。

2 月 20 日

・町民野球場のネーミングライツパートナーの選定に

　ついて

　ネーミングライツパートナー：道南うみ街信用金庫様

　愛称名：うみ街信金ボールパーク

　　以上、決定したことが報告された。

・国民健康保険制度の見直しについて

　国民健康保険制度改正のポイントの説明があった。

・第７期江差町高齢者福祉計画・介護保険事業計画に

　ついて

　諮問委員会の答申を踏まえ、計画を策定した。その

計画の概要について、説明があった。

・平成 30 年度一部事務組合予算案について

　檜山広域行政組合、南部桧山衛生処理組合及び江差

町・上ノ国町学校給食組合の各予算について、担当課

長から説明があった。

・道内７空港の一体的な民間委託と函館空港ビルデン

　グの株式譲渡について

　町が保有している函館空港ビルデングの株式 600 株

を譲渡すること等の説明があった。

全員協議会 を開催しました！
　２月 20 日、３月 12 日に開催した全員協議会について、

その内容をお知らせします。

3 月 12 日

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
室
井
正
行
（
委
）

若
山
明
廣
（
副
）

薄
木
　
晴
午

小
野
寺
　
真

小
梅
　
洋
子

小
林
く
に
こ

（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

飯
田
　
隆
一

萩
原
　
　
徹

西
海
谷
　
望

小
笠
原
淳
夫

打
越
東
亜
夫

第 1 回 臨 時 会 2 月 6 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 1 回 定 例 会 3月8日～12日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会

1月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○

2月20日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月12日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

1月16日 ○ ○ ○ ○ ○

2月20日 ○ ○ ○ ○ ○

2月23日 ○ ○ ○ ○ ○

3月29日 ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

1月23日 ●
（病欠） ○ ○ ○ ○ ○

3月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ●
（葬儀）

議会広報特別委員会
1月16日 ○ ○ ○ ○ ○

1月23日 ○ ●
（病欠） ○ ○ ○

議会運営委員会

1月30日 ○ ○ ○ ○ ○

2月20日 ○ ○ ○ ○ ○

2月28日 ○ ○ ○ ●
（病欠） ○
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・議会運営に関する事務調査

◆第１回定例会（出席12名）
◆全員協議会（出席12名）
・議会運営委員会事務調査の内容について
◆社会文教常任委員会（出席５名、欠席１名）
・文化遺産に関する事務調査
◆檜山広域行政組合議会第１回定例会
◆南部桧山衛生処理組合議会第１回定例会
◆江差町・上ノ国町学校給食組合議会第１回
　定例会
◆総務産業常任委員会（出席５名）
・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査
◆岡山県倉敷市議会会派行政視察

◆社会文教常任委員会（出席者６名）
・文化遺産に関する事務調査
◆議会広報特別委員会（出席５名）
・５月号議会だよりについて（１回目）
◆総務産業常任委員会（出席５名）
・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査
◆社会文教常任委員会（出席６名）
・文化遺産に関する事務調査
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　檜山議長会が主催する平成2９年度檜山管内町

村議会議員研修会が、２月７日、厚沢部町町民

交流センターで開催されました。

　檜山管内７町の議員が集まり、「韓国・北朝

鮮の今」（講師：北海道新聞報道センター　松

本創一氏）と「地域防災力の向上の取り組みに

ついて」（北海道開発局事業振興部防災課課長

遠藤達哉氏）の講演が行われました。

　講師の松本氏は、平壌を訪れた経験から、マ

スコミには公表されない真の北朝鮮の実態を話

されました。また、遠藤氏は、災害や減災等に

ついて講演され、いずれも議員は真剣に聞いて

いました。

平成２９年度檜山管内町村議会
  議員研修会に出席しました！1月23日

30日

2月1日
～3日

6日
7日

14日～
16日

20日

23日

28日

3月8日～12日
12日

16日

22日

29日

30日

4月3日

9日

17日

18日

　
☆あすなろ幼稚園入園式

　４月11日、あすなろ幼稚園の入園式が開催され

ました。７名の新入園児がおかあさんの手に引か

れ入場し、少し緊張した面持ちで園長他来賓のあ

いさつを聞いていました。

　新入園児は、これからの幼稚園生活を楽しみに、

期待がふくらんでいる様子がうかがえました。

（撮影者：塚本　眞　議会広報特別委員会委員）

今 号 の 表 紙


